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 7 月 8 日（日）森の案内人養成講座「昆虫の世界」が、宮城教育大学・青葉の森で受講生 13 名、

事務局スタッフ 8 名が参加して開催されました。 

 本日の講師は、宮城教育大学准教授の溝田浩二先生です。「昆

虫が苦手という方もいらっしゃるかと思いますが」と、早速午前

の講義が始まりました。最初は昆虫の進化のお話しと 30 種に及

ぶ昆虫の分類とその特徴について学びました。次に対馬での生活

に溶け込んだ伝統的養蜂の実態とその効果、またスズメバチの食

文化や食料としての昆虫の世界の実態について等、楽しく分かり

やすい説明に受講生はすっかり引き込まれました。お昼前には、

校内のバタフライガーデンに出て蝶の幼虫の観察です。幼虫を見

つけるポイントを学びながら、アワブキの葉にスミナガシ、カラ

タチの枝にはクロアゲハ（顔が可

愛いと大人気）、スイカズラには

オビガの幼虫を観察しました。午

後からは、大学と隣接する青葉の

森に入り、見つけたツノトンボ、

ゴマダラウスバカゲロウを透明容

器に入れて説明を受けながらの

散策です。ケナツノタムラソウ、

ジャノヒゲ、オニノヤガラなど

の植物観察も兼ねながら青葉の森管理センターを経由して戻りま

した。 

 受講生からは「想像していた講座内容とは違って、苦手だった

昆虫の世界を楽しく学ぶことが出来ました」「普段は見過ごして

しまいそうな小さな森の生きものたちをじっくり観察できる貴重

な機会になりました」などの感想が寄せられました。苦手に感じ

ていた方も、興味を持つきっかけとなるような充実した講座となりました。溝田浩二先生有り難う

ございました。受講生の皆さんお疲れ様でした（写真左上；座学の様子、中；スミナガシの幼虫、

下；クロアゲハの幼虫、写真右上；青葉の森での観察の様子、下；ツノトンボ）。 

（文；事務局スタッフ及川、写真；事務局スタッフ山本） 

緑を守り育てる宮城県連絡会議 

事務局連絡先 ：仙台市青葉区一番町四丁目 1-3 

             仙台市市民活動サポートセンター内 (レターケース 45 番) 

URL  ：http://www.midori-miyagi.com/ 

携帯  ：080-1832-0956  会費：郵便振込番号：０２２６０－０－７８３９ 

Ⱪ꜡◓ 
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 ノリウツギやリョウブの白い花咲く初夏の佇まいとなった 7 月 15 日(日)9 時、快晴の中、受講生

6 名と事務局スタッフ 4 名がビジターセンター駐車場に集合。今回のコースは、三方倉山ブナ平コ

ースの途中にある柱状節理までの折返しです。三方倉山に於

ける「日本海型ブナ帯(ブナ・チシマザサ群落)」の林床に於

ける指標植物、地層の特徴並びに奥山と呼ばれる豊かな森林

等と、三方倉山の特徴、ポイントを再度確認する講座です。 

中沢次長より観察ポイント等の説明を受け、2 班に分かれ、

1 班は中沢次長、2 班は森谷事務局スタッフがインストラク

ターとなり出発です。二口街道沿いでは、クマイチゴ、サワ

ダツ、ハクウンボクの実、クマノミズキ等の白い花、ノカン

ゾウを観察しながら登山道へ(写真左上；ノリウツギの花、写

真左中；ノカンゾウ観察光景、写真左下；ブナ巨木の前で記

念写真)。 冷温帯林の中で特に多雪山地の雪圧下で耐性を手

に入れ、去年の花が実を付けたハイイヌガヤ。類似した葉の

ヒトツバカエデ、ハクウンボク、オオカメノキの特徴、相違

や、葉柄内芽の復習。新芽が、けん玉そっくりのオオバクロ

モジ、ヒメモジ、常緑の低木ヒメアオキ、地を這うハイイヌ

ツゲ、ブルーの装飾花エゾアジサイ、茎が緑の低木アクシバ、

有毒植物ツルシキミ等の三方倉山に於ける日本海型ブナ帯を

特徴付ける林床植物、草木を観察しながら昼過ぎに、マザー

ツリーのブナの大木に到着。しかし参加者にヤマビルが吸い

付き、その駆除をし

てやっと昼食です。 

その後中沢次長

の「柱状節理」解説を受け現地確認後折返しです。今回の

講座で珍しい羽化直後のオオミズアオ(チョウ目・ヤママユ

ガ科に分類された蛾)（写真；右上）ヤマタツナミソウ（写

真；右下）に出会いました。風のない灼熱の中でしたが 15

時過ぎ無事帰着し、ヤマビルを確認して解散しました。受

講生の感想は「改めて日本海型ブナ帯の林床植物を観るこ

とが出来て勉強になりました」「昨年と時期が違い、又異

なった印象を受けました」「日本海型ブナ帯の林床植物 12

種位復習しておきたいと思った。」「岩の間から吹いてく

る風の心地よさ、花の可憐さが印象に残った講座でした」

「ヤマビルの知識を事前に知りたかった」でした。皆さん

お疲れ様でした。 (文・写真；事務局スタッフ 山本 ) 
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（昆虫の世界 No. 171） 

 

 
 

 昆虫の世界 No. 169 で紹介したフユシャクガと同じように、秋から冬、春早い時期に羽化活動す

る蛾の仲間がおり、冬夜蛾( キリガ) と呼ばれている蛾の仲間を紹介したい。 キリガはヤガ科に属

する蛾で秋から冬、春に活動する蛾である。今回はそんな冬夜蛾、キリガの仲間のキバラモクメキ

リガを紹介する。 

 キバラモクメキリガはヤガ科キリガ亜科に属する。開帳 50mm 前後でヤガ科の仲間としてはやや

大型の種である。年 1 化で、成虫で越冬する。国内では北海道から本州、四国、九州の他、佐渡島、

八丈島、対馬、屋久島、沖縄島などに生息。国外では台湾、朝鮮半島、中国、ロシア南東部に分布

する。 

 県内にも広く生息する種で、県内では 10 月中旬から 12 月上旬と、3 月上旬から 5 月下旬までの

記録がある。秋の 10 月中旬から冬にかけての時期に羽化し、3 月上旬から 5 月下旬までの記録があ

るのは、成虫のまま越冬して春にも活動するからである。産卵は越冬後の春に行われ、一生を終え

る。 枯れ葉にのっている写真のキバラモクメキリガは、オオムラサキの幼虫を採集にいった際、

落ち葉にとりついていたもので、厳冬期は冬眠するようである。 

 幼虫は多食性で、クヌギ、カシワ、コナラなどブナ科、ナシ、サクラ類などバラ科、エンドウ、

エニシダなどマメ科、イタドリやギシギシなどタデ科、ゴボウやキクイモなどキク科のほかタケニ

グサ( ケシ科) やシデコブシ( モクレン科) 、セッコク( ラン科) などで見つけられた記録がある。 

 キリガは、フユシャクと同じように冬期に活動することから、この季節の夜間の灯火採集や糖蜜

採集によって採集されることが多い。樹液や熟した果物などに集まる種もあることから、花のない

時期なので採集には糖蜜採集がよく行われる。雑木林の木々の樹幹に刷毛で糖蜜を塗って、吸蜜に

やってくるキリガを採集するのである。糖蜜を塗って早いものは 30 分もすると集まってきて蜜を

なめはじめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        キバラモクメキリガ         冬眠中と思われるキバラモクメキリガ 

 

( 宮城昆虫地理研究会・高橋 雄一)  
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しぜんノート 様々な自然の営みを綴ります                 №236 
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今年の 6 月、船形山ではブナヒメシンクイの食害により種子が沢山落下しました( 前号参照) 。そ

れでもなお、7 月にはこれに負けないほど種子が実っています（写真 1）。ブナヒメシンクイ対策

として、種子の豊凶の他にも考えられるものがあります。その一つがブナの開花時期です。 

ブナヒメシンクイはブナに特化した昆虫です。春にブナが開花するのに合わせて、土中にあるブ

ナヒメシンクイの蛹が羽化して、花に直接産卵するという確実な方法です。それに対しブナの策は、

開花時期を残雪がある時に早めて、土中のブナヒメシンクイが羽化できないうちに受粉して殻斗( イ

ガ) を硬くし、ブナヒメシンクイに侵入されないようにする、という方法です。ブナとブナヒメシン

クイの長い闘いの歴史が見えてくるようです（写真２）。 

                             2018,7,25 大友良三 

写真１；沢山の実をつけたブナ 船形山 2018.7.17    写真２；残雪の中で開芽するブナ 2011.5.22     

                           

 

畑の雑草 No85 

ȩȷɜȮȳ(マメ科) 

坪沼の小作人 菅原 博志 

 道端、空き地、土手、畑地、などに生える 1～2 年草。茎は細く長さ 60cm 位になる。葉は偶数

羽状複葉で 8～16 枚小葉からなり、先はへこまず巻きひげは普通枝分かれしない。花は葉腋から出

た細い花柄の先に 1～3 個の淡青紫色の蝶形花をつける。豆果無毛で普通 4 個の種子が入っている。

カラスノエンドウとスズメノエンドウとの中間的な形なのでカスマと名が付いたと言われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

カスマグサ          花             種子 
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 私は学生の頃山岳部で活動し、今で言う“山ガール”でした。しかし、子育てを機に山へ足を運

ぶことが少なくなってきました。子育てが一段落し、娘が養成講座を受講していたのをきっかけに

心の奥底で眠っていた自然への好奇心が爆発し“自然が好き”という一心で養成講座,ステップアッ

プコースを受講しました。 

講座の中で草木の名前を覚えることは、専門知識が乏しい私にとって大変なことでした。しかし、

伐採やカンジキ作り,クイズ形式で山を歩くなどを通して、体の五感を通して自然を知ることができ、

学生の頃に戻ったようにわくわくしている自分に気づきました。今までは、山の緑が綺麗だな、山

で食べるご飯はおいしいな・・・と漠然と思って満足していました。しかし、少しずつ学びが増え

ていくうちに、花や緑にも四季折々の様々な種類があること、さらに自然への好奇心が沸いてくる

のを実感しました。 

事務局の方々にはたくさんの植物との出会いの場をつくっていただき感謝しています。これから

も、自分なりに楽しみながら活動していきたいと思います。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

                            （第 17 期生 佐藤 知久子） 

                           

ῇ ό  
 

渡辺英夫・あやさんご夫妻からの 8 月のカレンダーはキツリ

フネ（ツリフネソウ科）です。山地の渓流沿いや湿った林内に

生える 1 年草で、高さ 80cm 程にも成長し、全体に無毛です。 

花序は葉腋から下垂し、淡黄色で長さ 3cm 程の花を細い花柄

で吊り下げる。その様子を釣船に見立て黄釣船の名前が付いた

ようです。花の太い袋状の部分は萼片の 1 個で基部は距になる。

花弁は 3 個。下方の 2 個は合着して唇弁となる。果実は蒴果で

熟すとちょっとした刺激で弾けてしまう。ホウセンカ（ツリフ

ネソウ科）と同じ自動散布です。 

9 月はどんな植物が登場するのでしょうか。楽しみです。 

                          （文；佐藤事務局長） 

                              

ẃׄ ˘֥  
 

秋保ビジターセンターから三方倉山に向かって二口林道を歩き出すと、

間もなく小行沢に架かる最初の橋（小行沢橋）が見えてきます。この橋

の右下に立派な甌
おう

穴
けつ

を見ることが出来ます。沢からの水と石で永い時間

を掛けて削り取った自然の造形美です。私達は三方倉山登山道整備や二

口遊歩道散策の時には必ず立ち寄り沢を眺めます。車で来ると気づかな

いで素通りしてしまいます。二口に来た際は歩いて見学してみてくださ

い。                （文・写真；佐藤事務局長） 
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8 月  2 日（木）    ニュースの発行                広瀬市民センター 

   4 日（土）      第 19 期ステップアップコース（樹冠投影図作成） 二口学習の森 

5 日（日）    第 19 期ステップアップコース（模擬演習）    二口学習の森 

9 日（木）   クラフト部会                 秋保市民センター 

10 日（金）   第 19 期森の案内人養成講座下見（高山編）    蔵王・熊野岳 

19 日（日）     第 19 期森の案内人養成講座本番（高山編）    蔵王・熊野岳 

22 日（水）   林業部会（間伐作業）             平和と創造の森 

30 日（木）   仙台緑のボランティア団体連絡会定例会     仙台市役所 

                              

ɢɜɤɨǵ ǵ ̝ 
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 7 月 24 日（火）晴れ、午前 10 時大衡村の「昭和万葉の森」に事務局スタッフ 9 名が集合。ここ

で昨年依頼を受けてヤマユリの本数調査をしましたが、花の盛りを見たいと言う事で今日の集まり

となりました。案内人は当園に勤めている我妻事務局スタッフです。コナラ等の高木が多い里山で、

低木は少なく風通し良好、樹下のヤマユリの花が良く見えます。植栽された木の中に早池峰山で発

見されたシダレカツラを観察、幹は木末が余り細くならないと、佐藤事務局長が「樹幹解析（幹を

1ｍ毎に輪切り年輪を測る）をするとわかります」と解説。木の性質も多様ですね。ネムノキの花

は低い所にあったので、薄桃色の雄しべに囲まれた 1 本の雌しべ

を観察できました。ヒヨドリバナの多い中、クルマユリ、コオニ

ユリの赤は目立ちます。23ha の園内の外周を回ったのでヤマユ

リの群生地は最後になり、2ｍの茎に 10 個程の花を付けたものが

多く有り圧巻の香りと花姿を楽しめました（写真は見事なヤマユ

リの群生)。 (文：事務局スタッフ 大沼（光）、写真：船岡) 

 

《大崎タイムスに掲載されました》（7 月 26 日大崎タイムス朝刊コラムより転記） 

 山沿いの道に車を走らせていると、繁茂する夏草の中に純白のヤマユリの群落を見かけることが

ある。宮城では当たり前の光景だが、ハッとする美しさ。夏真っ盛りだ。ヤマユリの自生地として

は日本一の規模といわれる、大衡村の「昭和万葉の森」。29 日まで「山ゆりまつり」が開かれてお

り、連日多くの見物客で賑わっている。昨年 6 月、管理事務所の依頼を受け「緑を守り育てる宮城

県連絡会議（樋口晟子理事長）」が昭和万葉の森の赤松林（6 ヘクタール）でヤマユリの株数を調

査し、6 万 7800 株を確認した。開花率は条件によって違うという。「赤松林では開花率は 30～40%

でしょう」と同会事務局長の佐藤修さん。ヤマユリは花が咲くまで 3～5 年かかる。やっと一輪の

花を咲かせ、年ごとに一輪ずつ花が増えるという。一本の茎に十数輪の花を咲かせるものもある。

24 日、同会議の会員 9 名が万葉の森を散策した。この日の来園者は、山ゆりまつり期間中では最高

の 978 人。「花を折ったりする人はいなかったが、ゴミが落ちているのが気になった。マナーを守

って、ゆっくり観察してほしい」（佐藤さん）。同会議は、森林の維持や山村と林業・林産業の活

性化、緑の復活に向けて活動している。「森の案内人養成講座」も開いている。（彦） 
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今年の事務局移動研修会は 6 月 28 日（木）～29 日（金）総勢 15 名で開催しました。 

28 日 10 時、栗原市花山、道の駅「自然薯の館」駐車場に 12 名が集合。そこから花山温湯山荘に

向かい、ここで乗り合わせの後、鬼首岩入地区ブナ実験林へ向かいます。到着後、佐藤事務局長の

挨拶、菅原亀悦先生（当会理事）からの挨拶と植生調査法の説明がありました。200～300 年にも

なると言うブナの木々に迎えられ調査開始。直角に縦横 50m にそれぞれメジャーを張り、升形を取

り中の植物を全て書き出します。1m×1m にはヒメアオキ、

ウワミズザクラ等 11 種類、2m×2m には、オオバクロモ

ジ、ヒメモチ等 3 種類、5m×5m には、ブナ、アオダモ等

12 種類、10m×10m には、リョウブ、ギンリョウソウ等 7

種類、15m×15m にはアカシデ、ツリバナ等 5 種類あり、

総数では 38 種出現しました。この結果から菅原先生が縦

軸に植物数、横軸に面積を考え、方形枠の大きさを 15ｍ×

15ｍと決定しました。午前の調査が終了し、昼食はあまり

経験しないミツバチ養蜂箱の脇での食事となりました。午

後は 2 班に分かれ、高木層、亜高木層、低木層、草木層に

分けて植生調査表を作成しました。最後に菅原理事の「皆

さん、一日本当に御苦労様でした」との挨拶後、全員で菅

原理事を囲んで集合写真を撮り終了しました。 

温湯山荘に戻り、温泉で汗を流した後の交流会には、地

元の佐藤理事と菅原監事も加わり、佐藤事務局長の挨拶、菅原亀悦先生から一日の講評後交流会が

始まりました。余興は大山さんのオカリナ演奏で

始まり、少し遅く駆けつけた末永さんの太極拳も

あり、懇親会は皆さん楽しく語り合い大いに盛り

上がりました。 

29 日は用事で早く帰った人を除き 11 名が参加

し花山浅布渓谷で植物観察を行いました。観察会

の途中で、私が「シャゴミ！！」と声を出すと 頷
うなず

いたのは同郷の菅原先生だけで、それは「シャゴ

ミ」は栗原地方の方言で「ナツグミ」のことです。

ヤマグワも紫に熟したのを食べ、せせらぎの音を聞きながらの森林浴は別世界でした。二日間を通

しての菅原先生との研修会は、事務局スタッフのスキルアップと親睦などとても得るものが大きく

有意義でした（写真左は菅原講師の植生調査の講義光景と右上は菅原講師を囲んでの記念写真ハイ

ポーズ）。※日本植物方言集成（八坂書房）に「ナツグミ」について、シカグミ、シナグュミ、シ

ャグミ、シャゴミ、シャシャブ、ショーログミなど青森県から岡山県、愛媛県、大分県まで 50 種

ほどの方言が収録されている。         

（文；事務局スタッフ 松田洋子、写真；事務局スタッフ 船岡） 
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事務局スタッフ 船岡信雄 

 

6 月 17 日（日）から 6 月 24 日（日）まで、12 名で「シルクロードへの誘い～ウルムチ・トルフ

ァン・敦煌・西安 8 日間」に行ってきました。 

シルクロードは 2014 年世界遺産に「シルクロード；

長安＝天山回廊の交易路網」という名称で登録されま

した。シルクロードは中国特産の絹を西側へ運んだ交

易路で、紀元前 2 世紀ごろから形成されていてシルク

ロードは様々な文明をつなぎ交易のほか宗教や文化、

芸術などの

交流を促し

たとして評

価されました。 

今回の旅行では、ほかに世界遺産として、トルファン

の「高 昌
こうしょう

故城
こじょう

」、敦煌
とんこう

の「莫
ばっ

高窟
こうくつ

」、西安（昔は長安と

呼ばれた）の「秦始皇帝兵馬俑
へ い ば よ う

博物館」などを見ました。

これらについては、後で触れますが、はじめに印象深か

ったことを紹介することにします。 

1 日目は、北京空港の天候が悪く、そのために大幅な遅れが出て、仙台空港発上海経由北京行き

の飛行機は 2 時間半遅れで 18 時出発。北京のホテ

ルに着いたのは現地時間で 1 時半ごろでした。2 日

目は北京より空路ウルムチ（新疆ウィグルの政治・

経済・文化の中心地）に行き、南山牧場観光を行い

ました。 

その後、砂漠のオアシス・トルファンに専用車で

向かったのですが、高速道路の窓外にみた新 疆
しんきょう

の風

力発電が世界最大規模であることをガイドさんから

聞きました。 

広大な土地と天山山脈から吹き降ろす強い風、そ

こに林立する風力発電群。強く印象に残りました。 

そしてそれ以上に強烈だったのが、3 回にわたる

検問。軍なのか、公安なのかよくわかりませんが、

その度にパスポートと一緒に写真を撮られる羽目に。 

2012 年の新疆ウィグル地区の暴動事件が今も尾

を引いているのでしょうか（つづく）。 

（写真は上から高昌故城、莫高窟、秦始皇帝兵馬

俑博物館、新疆風力発電所） 


